
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

構

造

計

算

適

合

性

判

定

を

委

任

し

た

指

定

構

造

建

築

指

導

課

計

算

適

合

性

判

定

機

関

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

【

人

事

委

員

会

】

○

平

成

二

十

八

年

度

第

一

回

岡

山

県

警

察

官

Ａ

採

人

事

委

員

会

用

試

験

の

実

施

岡

山

県

公

報

平成２８年３月１日 第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
土
居
三
三
一
八
番
地
の
五

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
片
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
憩
い
の
森

２

所
在
地

岡
山
県
赤
磐
市
沢
原
三
七
〇
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
八
五
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
定
期
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百

二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

津

山

市

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

井

原

市

年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十

同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

総

社

市

九
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
場
合
に
あ

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

備

前

市

っ
て
は
、
そ
の
特
定
計
量
器
の
所
在
の

元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一

赤

磐

市

場
所

項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

）
。

美

作

市

和

気

郡

勝

田

郡

英

田

郡

久

米

郡

平
成
二
十

岡
山
県
計
量
管
理
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

八
年
度
実

（
岡
山
市
北
区
今
保
六
六
一
）

同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

施
区
域

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
第
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

）
。

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
児
島
稗
田
町
字
熊
ノ
道
東
二
六
六
二
の
一
八
か
ら
二
六
六
二
の
二
一
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

井
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
井

「

原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

井
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
井

「

原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新

「

見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

美
作
市
（
山
ノ
神
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
美

「

作
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
中
津
川
山
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「

野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

備
前
市
（
日
笠
山
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
備

「

前
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

三
一
三
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
小
原
田
上
へ
二
五
番
一

一
二
・
五
～

地
先
か
ら

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
小
原
三
三
番
三
地
先
を

新

二
八
七
・
〇

二
七
・
〇

経
て

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
岩
熊
三
番
二
地
先
ま
で

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
小
原
田
上
へ
二
五
番
一

一
二
・
五
～

地
先
か
ら

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
小
原
三
三
番
三
地
先
を

二
八
七
・
〇

二
七
・
〇

経
て

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
岩
熊
三
番
二
地
先
ま
で

旧

八
・
〇
～

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
小
原
田
上
へ
二
五
番
一

地
先
か
ら

二
七
一
・
〇

一
六
・
六

高
梁
市
川
上
町
三
沢
字
岩
熊
三
番
二
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
八
条
の
二
第
一

。

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
委
任
す
る
こ

と
と
し
た
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

名
称

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
イ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

二

住
所

広
島
県
広
島
市
中
区
八
丁
堀
一
五
番
八
号

三

業
務
区
域

岡
山
県
全
域

四

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

広
島
県
広
島
市
中
区
八
丁
堀
一
五
番
八
号

五

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務

法
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
う

ち
、
延
べ
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
に
係
る
も
の
又
は
構
造
計
算
の
計
算
方
法

が
限
界
耐
力
計
算
法
に
よ
る
計
算
若
し
く
は
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
知
事
が
別
に
指
定
す
る

も
の
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
計
算
に
よ
る
も
の
に
係
る
も
の

六

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
開
始
日

平
成
二
十
八
年
二
月
十
日

七

構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
委
任
し
た
日

平
成
二
十
八
年
二
月
十
日
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〔
七
五
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

フ
レ
ス
タ
新
見
店

所
在
地

新
見
市
高
尾
字
湯
免
七
八
〇
番
地
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
フ
レ
ス
タ

住
所

広
島
県
広
島
市
西
区
横
川
町
三
丁
目
二
番
三
六
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

宗
兼

邦
生

３

変
更
事
項

小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
名
称

株
式
会
社
フ
レ
ス
タ

住
所

広
島
県
広
島
市
西
区
横
川
町
三
丁
目
二
番
三
六
号

代
表
者

代
表
取
締
役

宗
兼

邦
生

名
称

株
式
会
社
リ
カ
ー
ズ

住
所

広
島
県
安
佐
南
区
長
束
六
丁
目
八
番
四
六
号

代
表
者

代
表
取
締
役

東
井

幸
子

名
称

株
式
会
社
福
山
フ
ジ
カ
ラ
ー

住
所

広
島
県
福
山
市
南
本
庄
二
丁
目
一
三
番
一
一
号

代
表
者

代
表
取
締
役

岡
田

巧

名
称

有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ム
ツ
ミ

住
所

広
島
県
比
婆
郡
東
城
町
大
字
川
西
四
四
四

二

－

代
表
者

代
表
取
締
役

田
辺

賢
憲
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（
変
更
後
）
名
称

株
式
会
社
フ
レ
ス
タ

住
所

広
島
県
広
島
市
西
区
横
川
町
三
丁
目
二
番
三
六
号

代
表
者

代
表
取
締
役

宗
兼

邦
生

名
称

株
式
会
社
リ
カ
ー
ズ

住
所

広
島
県
安
佐
南
区
長
束
六
丁
目
八
番
四
六
号

代
表
者

代
表
取
締
役

大
木

繁

名
称

有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ム
ツ
ミ

住
所

広
島
県
庄
原
市
東
城
町
川
西
四
四
四
番
地
の
二

代
表
者

代
表
取
締
役

田
辺

賢
憲

４

変
更
年
月
日

平
成
二
十
八
年
二
月
十
六
日

二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号

平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
岡
山
県
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

警
察
官
Ａ

男
性

二
十
六
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
個

（
平
成
二
十
八
年
十
月

人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
に

採
用
）

女
性

四
名

当
た
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜

査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交
通
の
取
締
り

警
察
官
Ａ

男
性

四
十
六
名

そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す

（
平
成
二
十
九
年
四
月

る
職
務
に
従
事
す
る
。

採
用
）

女
性

六
名

二

受
験
資
格

１

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別

試

験

区

分

受

験

資

格

警
察
官
Ａ
（
男
性
）

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ

警
察
官
Ａ
（
女
性
）

か
に
該
当
す
る
も
の

（
平
成
二
十
八
年
十
月

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ

(1)

採
用
）

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成

。

二
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資

(2)

(1)

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

警
察
官
Ａ
（
男
性
）

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
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警
察
官
Ａ
（
女
性
）

か
に
該
当
す
る
も
の

（
平
成
二
十
九
年
四
月

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
を
卒

。

(1)

採
用
）

業
し
た
者
又
は
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資

(2)

(1)

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験

(1)

大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

論
文
試
験

(2)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

適
性
検
査

(3)

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

体
力
試
験

(4)

反
復
横
跳
び
、
上
体
起
こ
し
、
握
力
及
び
二
〇
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
行
う
。

項

目

警

察

官

（

男

性

）

警

察

官

（

女

性

）

反

復

横

跳

び

二
〇
秒
間
に
四
五
回
以
上

二
〇
秒
間
に
四
〇
回
以
上

上

体

起

こ

し

三
〇
秒
間
に
二
一
回
以
上

三
〇
秒
間
に
一
五
回
以
上

平成２８年３月１日　岡山県公報　第１１７６５号



握

力

左
右
平
均
三
七
キ
ロ
グ
ラ
ム

左
右
平
均
二
四
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上

以
上

二
〇
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル
ラ

四
三
回
以
上

二
五
回
以
上

ン

身
体
検
査
１

(5)

職
務
遂
行
に
必
要
な
身
体
状
態
か
ど
う
か
に
つ
い
て
行
う
。

項

目

警

察

官

（

男

性

）

警

察

官

（

女

性

）

身

長

一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

体

重

四
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

指

及

び

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
こ
と
。

関
節
運
動

資
格
加
点

(6)

七
１
の
受
験
申
込
書
の
提
出
の
際
に
証
明
書
類
の
写
し
を
添
え
て
申
請
の
あ
っ
た
次
に
掲
げ

る
資
格
・
免
許
・
検
定
に
つ
い
て
、
当
該
証
明
書
類
の
原
本
の
確
認
に
よ
り
、
警
察
業
務
に
資

す
る
専
門
的
技
能
及
び
知
識
に
つ
い
て
行
う
。

分

野

資

格

・

免

許

・

検

定

柔

道

二
段
以
上
（
公
益
財
団
法
人
講
道
館
の
段
位
に
限
る

）
。

剣

道

二
段
以
上
（
一
般
財
団
法
人
全
日
本
剣
道
連
盟
の
段
位
に
限
る

）
。
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英

語

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）
二
級
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
四
七
〇
点
以
上
（
団
体
特
別
受
験
制
度
（
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
）
に
よ
る

も
の
を
除
く

）
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
四
六
〇
点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
一
四
〇
点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
ｉ
Ｂ
Ｔ
）
四
八
点
以
上

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定
試
験
Ｃ
級
以
上

中

国

語

中
国
語
検
定
試
験
三
級
以
上

漢
語
水
平
考
試
四
級
以
上
か
つ
一
八
〇
点
以
上
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
三

日
以
前
に
実
施
さ
れ
た
試
験
に
あ
っ
て
は
、
三
級
以
上
）

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
四
〇
〇
点
以
上

韓

国

語

ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
試
験
準
二
級
以
上

韓
国
語
能
力
試
験
四
級
以
上

財

務

日
商
簿
記
検
定
試
験
二
級
以
上

情
報
処
理

情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
経
済
産
業
省
認
定
の
国
家
資
格
）
合
格
者

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

(1)

集
団
面
接
及
び
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

身
体
検
査
２

(2)

所
定
の
身
体
検
査
書
の
提
出
に
よ
り
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
身
体
状
態
の
検
査
を
行
う
。
検

査
費
用
は
、
受
験
者
の
負
担
と
す
る
。

項

目

警

察

官

（

男

性

）

警

察

官

（

女

性

）

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
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色

覚

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
こ
と
。

精
密
検
査

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
身
体
状
態
で
あ
る
こ
と
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、
適
性
検
査
及
び
資
格
加
点

(1)

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
八
年
五
月
八
日
（
日
曜
日
）

岡
山
市
中
区
古
京
町
二
丁
目
二
番
二
一
号

岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等
学
校

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

体
力
試
験
及
び
身
体
検
査
１

(2)

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
八
年
五
月
三
日
（
火
曜
日

、
同

岡
山
市
北
区
玉
柏
二
七
五
三

）

月
四
日

水
曜
日

同
月
五
日

木
曜
日

岡
山
県
警
察
学
校

（

）
、

（

）

及
び
同
月
七
日
（
土
曜
日
）
の
う
ち
指
定
す

る
日
（
受
験
申
込
者
に
対
し
て
、
直
接
通
知

す
る

）
。

２

第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
２
）
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口

述

試

験

の

期

日

試

験

会

場

平
成
二
十
八
年
七
月
六
日
（
水
曜
日
）
か
ら

岡
山
市
北
区
玉
柏
二
七
五
三

同
月
十
一
日
（
月
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
指
定

岡
山
県
警
察
学
校

（

、

す
る
日

第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

直
接
通
知
す
る

）
。

五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第
一
次
試
験

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

合
格
者
の
受
験
番
号

第
二
次
試
験

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
七
日

水
曜
日

（

）

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用合

格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

(1)
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
か
ら
の
請
求
に
応

。

(2)
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命

権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
試
験
区
分
が
平
成
二
十
八
年
十
月

採
用
の
者
に
あ
っ
て
は
同
月
一
日
と
し
、
試
験
区
分
が
平
成
二
十
九
年
四
月
採
用
の
者
に
あ
っ

て
は
同
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
二
十
七
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
二
〇
八
、
一
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)
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諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

岡

、

（

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
四
月
八
日
（
金
曜
日
）
ま

で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま

。
）

で
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年

四
月
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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